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◆ 症例報告 
1)  Tsuji Y, Tashiro M, Ashizawa N, Ota Y, Obi H, Nagura S, Narukawa M, Fukahara K, Yoshimura N, To H, Yamamoto Y. 
Treatment of mediastinitis due to methicillin-resistant Staphylococcus aureus in a renal dysfunction patient undergoing 
adjustments to the linezolid dose. Intern Med. 2015 Jan; 54(2): 235-9. 
2)  高 正圭，富田隆浩，柏崎大奈，芦澤信之，山本善裕，黒田 敏．脳膿瘍で発症した播種性ノカルジア症の 1 例．
Neurol Surg．2015 Dec；43(12)：1091-7. 
 
◆ 総 説 
1)  芦澤信之，山本善裕．「多剤耐性菌」アウトブレイクを防ぐポイント MDR-Ab．INFECT CONTROL．2015 Jul；24(7)：
653-6. 
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◆ 学会報告 
1)  Okazawa S, Tanaka H, Shimokawa K, Tokui K, Kambara K, Inomata M, Yamada T, Miwa T, Hayashi R, Ashizawa N, 
Yamamoto Y, Doki Y, Matsui S, Tobe K. A succesful surgical drainage in a case of invasive pulmonary aspergillosis combined 
with MRSA infection. American Thoracic Society 2015 International Conference; 2015 May 15-20; Denver. 
2)  堀井翔平，松本かおる，芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．意識障害で発症した播種性ノカルジア症の 1
例．第 26 回日本臨床微生物学会総会・学術集会；2015 Jan 31-Feb 1；東京． 
3)  山本善裕．シンポジウム「緑膿菌感染症の領域別治療戦略」緑膿菌感染症の治療戦略～呼吸器感染症～．第 49 回緑
膿菌感染症研究会；2015 Feb 6-7；東京． 
4)  芦澤信之，河合暦美，岡澤成祐，鳴河宗聡，林 龍二，山本善裕．関節リウマチ治療中に発症し、β-D-グルカンの
上昇を認めた肺クリプトコックス症の 1 例．真菌症フォーラム第 16 回学術集会；2015 Feb 14；東京． 
5)  青木雅子，鳴河宗聡，北川洋子，芦澤信之，河合暦美，窪田佳代子，山本善裕．直接観察法による手指衛生の遵守
状況と問題点．第 30 回日本環境感染学会総会・学術集会；2015 Feb 20-21；神戸． 
6)  鳴河宗聡，河合暦美，芦澤信之，山本善裕．富山大学附属病院における 5 年間（2009-2013 年）の嫌気性菌分離状況
に関する検討．第 45 回日本嫌気性菌感染症学会学術集会；2015 Feb 27-28；東京． 
7)  松本かおる，芦澤信之，河合暦美，野上真紀子，杉森一仁，下条竜一，鳴河宗聡，木村友厚，山本善裕．Morganella 
morganii 敗血症の 1 例．第 225 回内科学会北陸地方会；2015 Mar 8；金沢． 
8)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕，峠 正義，千田一貴，土岐善紀，芳村直樹，酒井珠美，早稲田優子，
笠原寿郎．右肺全摘術後の気管支断端瘻に対し瘻孔充填術を施行したが補綴材による気道閉塞を来した難治性肺
NTM 症（M.avium）の 1 例．第 90 回日本結核病学会総会；2015 Mar 27-28；長崎． 
9)  山本善裕．シンポジウム「病院感染症医が行う診療科横断的感染症診療」．第 89 回日本感染症学会総会；2015 Apr 
16-17；京都． 
10)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．当院における血液培養陽性レンサ球菌感染症の臨床的検討．第 89 回日
本感染症学会総会；2015 Apr 16-17；京都． 
11)  仁井見英樹，山本善裕．Tm mapping 法（感染症起炎菌迅速同定法）の院内試験運用と正確性の評価．第 89 回日本
感染症学会総会；2015 Apr 16-17；京都． 
12)  鳴河宗聡，河合暦美，芦澤信之，彼谷裕康，山本善裕．富山県における HIV 診療の現状．第 89 回日本感染症学会
総会；2015 Apr 16-17；京都． 
13)  芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．Therapeutic drug monitoring（TDM）が有用であった LZD・RFP 併用療
法で軽快した MRSA 骨髄炎の一例．第 89 回日本感染症学会総会；2015 Apr 16-17；京都． 
14)  福森史郎，辻 泰弘，笠井英史，太田幸雄，浅野雅俊，西條 尚，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕，藤 秀人．異
なる母集団薬物動態パラメータを用いたダプトマイシン血中濃度の予測精度．第 32 回 TDM 学会学術大会；2015 May 
23-24；長野． 
15)  丹内秀典，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕，徳井宏太郎，林 龍二，戸邉一之，峠 正義，土岐善紀，
芳村直樹，河岸由紀男．石灰化を伴う孤立結節影を呈した肺非結核性抗酸菌症の 2 例．第 74 回呼吸器合同北陸地方
会；2015 May 30-31；新潟． 
16)  松本かおる，岡澤成祐，下川一生，田中宏明，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，
戸邉一之，松井祥子，河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．嫌気性菌性膿胸に対して静注 Metronidazole 併用
が有効と考えられた一例．第 74 回呼吸器合同北陸地方会；2015 May 30-31；新潟． 
17)  芦澤信之，河合暦美，東 祥嗣，鳴河宗聡，辻 泰弘，山本善裕．血液透析患者におけるリネゾリド用量調節の臨
床的検討．第 63 回日本化学療法学会総会；2015 Jun 4-6；東京． 
18)  西條 尚，辻 泰弘，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．慢性腎不全モデル動物を用いたリネゾリド誘発血小板減少
の検討．第 63 回日本化学療法学会総会；2015 Jun 4-6；東京． 
19)  角本 愛，岡出隼人，水永真吾，野村伸彦，満山順一，山岡一清，浅野裕子，松川洋子，末松寛之，澤村治樹，松
原茂規，柴田尚宏，渡邉邦友，山岸由佳，山本善裕，岩崎博道，三鴨廣繁．2013-2014 年に中部地区の医療関連施設
より分離された P. aeruginosa 及び Acinetobacter 属の薬剤感受性．第 63 回日本化学療法学会総会；2015 Jun 4-6；東
京． 
20)  山本善裕，芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，辻 泰弘．血液透析患者におけるダプトマイシン用法・用量調節の臨
床的検討．第 63 回日本化学療法学会総会；2015 Jun 4-6；東京． 
21)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．発症後 24 時間以内に死亡した侵襲性肺炎球菌感染症の 1 例．第 63 回
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日本化学療法学会総会；2015 Jun 4-6；東京． 
22)  東 祥嗣，芦澤信之，河合暦美，鳴河宗聡，辻 泰弘，山本善裕．血液透析患者におけるリネゾリド用量調節の臨
床的検討．MRSA フォーラム 2015；2015 Jul 11；東京． 
23)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，松井祥子，
芦澤信之，山本善裕，戸邉一之．EBUS-GS で診断可能であった肺真菌症症例の検討．第 38 回日本呼吸器内視鏡学
会学術集会；2015 Jun 11-12；東京． 
24)  山本善裕．感染症診療の最近の話題～急性気道感染症を中心に～．平成 27 年度日本内科学会生涯教育講演会 B セッ
ション（第 1 回）；2015 Jun 14；東京． 
25)  高田雄太，河合暦美，東 祥嗣，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕，松井 篤，山口智史，津田玲奈，朴木博幸．「ベ
ーチェット病」として経過フォロー中に PCP 発症にて AIDS と診断できた 1 例．第 226 回日本内科学会北陸地方会；
2015 Jun 21；福井． 
26)  宮嶋友希，川筋仁史，川高正聖，高田雄太，丹内秀典，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，鳴河宗聡，山本善裕．
メトロニダゾールにて治療をおこなった破傷風の一例．第 227 回日本内科学会北陸地方会；2015 Sep 6；金沢． 
27)  島田清太郎，峯村正実，河合健吾，高嶋祐介，田尻和人，高原照美，安村 敏，河合暦美，山本善裕，杉山敏郎．
BCG 膀胱内注入療法後に肝障害と汎血球減少を呈した 1 例．第 227 回日本内科学会北陸地方会；2015 Sep 6；金沢． 
28)  氏原康裕，関口敬文，森田未香，坂本純子，野手良剛，山本善裕，北島 勲．富山大学附属病院における血液培養
検査の日常業務時間外提出状況とその対応効果の考察．第 40 回北陸臨床病理集談会；2015 Sep 9；金沢． 
29)  東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．「ACTIONs Bundle 2014」を用いた富山県におけるカンジダ血症診療の
実態調査．第 59 回日本医真菌学会総会・学術集会；2015 Oct 9-10；札幌． 
30)  東 祥嗣，川筋仁史，川高正聖，高田雄太，丹内秀典，宮嶋友希，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．「ACTIONs Bundle 
2014」を用いた当院におけるカンジダ血症診療の実態調査．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 
15-17；奈良． 
31)  宮嶋友希，川筋仁史，川高正聖，高田雄太，丹内秀典，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．胸壁破壊性ホ
ジキンリンパ腫に合併し MEPM+MNZ 併用が有用であった縦隔膿瘍の 1 例．第 58 回日本感染症学会中日本地方会
学術集会；2015 Oct 15-17；奈良． 
32)  高田雄太，丹内秀典，宮嶋友希，川筋仁史，川高正聖，河合暦美，東 祥嗣，鳴河宗聡，山本善裕．「ベーチェット
病」として経過フォロー中に PCP 発症にて AIDS と診断できた 1 例．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；
2015 Oct 15-17；奈良． 
33)  川筋仁史，川高正聖，高田雄太，丹内秀典，宮嶋友希，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．S.intermedius
と A.aphophilus の複数菌感染による脳膿瘍の 1 例．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 15-17；
奈良． 
34)  川高正聖，高田雄太，丹内秀典，宮嶋友希，川筋仁史，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．5 施設を受診
し、診断までに 4 か月を要した感染性心内膜炎の一例．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 
15-17；奈良． 
35)  丹内秀典，宮嶋友希，川筋仁史，川高正聖，高田雄太，東 祥嗣，河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．石灰化を伴う
孤立結節影を呈した肺非結核性抗酸菌症の 2 例．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 15-17；
奈良． 
36)  仁井見英樹，上野智浩，山本善裕．Melting Temperature (Tm) mapping 法：検体採取後 3 時間以内での敗血症起炎菌
迅速同定法．第 58 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 15-17；奈良． 
37)  山本善裕．教育セミナー「高齢者の肺炎予防：肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチン」．第 58 回日本感染症
学会中日本地方会学術集会；2015 Oct 15-17；奈良． 
38)  山本善裕．感染症診療の最近の話題～急性気道感染症を中心に～．平成 27 年度日本内科学会生涯教育講演会 B セッ
ション（第 2 回）；2015 Oct 18；金沢． 
39)  岡澤成祐，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，松井祥子，
戸邉一之，東 祥嗣，山本善裕．繰り返す外泊後の発熱を契機に診断された加湿器肺の１例．第 75 回呼吸器合同北
陸地方会；2015 Nov 21-22；富山． 
40)  舘 美幸，飯尾志帆，高野雄介，高橋慎太郎，脇田真之，船本哲生，守内 匡，加藤貴子，窪田佳代子，杉田真理
子，福島 恵，河井良智，辻 泰弘，山本善裕．富山県における ATC/DDD system を用いた多施設抗菌薬サーベイ
ランスの導入．第 25 回日本医療薬学会年会；2015 Nov 21-23；横浜． 
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41)  河合暦美，鳴河宗聡，山本善裕．「ベーチェット病」として経過フォロー中に PCP 発症にて AIDS と診断できた 1
例．第 29 回日本エイズ学会学術集会；2015 Nov 29-Dec 1；東京． 
 
◆ その他 
1)  山本善裕．エボラ出血熱 富山で必要な対策は？．ライフサイエンス部門広報誌来富彩．2015 Mar；No 3． 
2)  山本善裕．HOSPITAL REPORT．医進 TUTORIAL．2015 Dec 9；No 3． 
3)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～抗菌薬適正使用を含めて～．感染症治療 Up to Date 2015 in Ishikawa；2015 Jan 
16；金沢． 
4)  山本善裕．高齢者肺炎のマネジメント～予防から治療まで～．第 25 回適正抗菌化学療法研究会 in 北陸；2015 Feb 13；
金沢． 
5)  山本善裕．避けては通れない感染症～臨床で役立つ抗菌薬治療の考え方～．研修医のためのスキルアップセミナー；
2015 Feb 14；東京． 
6)  山本善裕．抗菌薬の TDM．第六回 ICD アカデミー；2015 Mar 12；大阪． 
7)  山本善裕．抗菌薬の TDM．第六回 ICD アカデミー；2015 Apr 2；名古屋． 
8)  山本善裕．富山大学附属病院での感染症診療および感染制御に関する取り組み紹介．第 3 回昇龍道フォーラム；2015 
May 16；名古屋． 
9)  山本善裕．私が想う「抗菌薬適正使用」～北風と太陽～．第 63 回日本化学療法学会総会ランチョンセミナー；2015 
Jun 4-6；東京． 
10)  山本善裕．MRSA 感染症診療の実際．第 16 回阪神 ICT 活動研究会；2015 Jun 30；兵庫． 
11)  山本善裕．最近話題の感染症．滑川市医師会学術講演会；2015 Jul 10；滑川． 
12)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方～整形外科領域を中心に～．第 32 回立山セミナー；2015 Jul 18；富山． 
13)  山本善裕．高齢者における肺炎診療を考える．大正富山メディカルシンポジウム in 北陸；2015 Jul 31；金沢． 
14)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．第 11 回静岡県病院感染対策フォーラム；2015 Aug 1；
静岡． 
15)  山本善裕．私が想う「抗菌薬適正使用」．第 76 回長崎臨床感染症研究会；2015 Aug 25；長崎． 
16)  山本善裕．新薬開発が滞っている中での抗菌薬療法の在り方．第 12 回兵庫県感染症セミナー；2015 Sep 11；神戸． 
17)  山本善裕．私が想う「抗菌薬適正使用」～アクティブ・コンサルテーション～．第 9 回北部九州感染制御研究会；
2015 Oct 3；福岡． 
18)  山本善裕．感染症診療の実際～臨床検査をどう活かすか？～．第 4 回並木フェア；2015 Oct 24；富山． 
19)  山本善裕．抗菌薬適正使用の考え方～薬剤耐性菌対策のために～．第 107 回 ACCP 日本部会定期教育講演会；2015 Oct 
31；金沢． 
20)  山本善裕．私が想う「抗菌薬適正使用」～アクティブ・コンサルテーション～．第 22 回新潟県薬剤師のための感染
制御セミナー；2015 Nov 14；長岡． 
21)  山本善裕．感染対策の必要性と地域連携．第 13 回富山県感染対策担当者育成研修；2015 Nov 21；富山． 
22)  山本善裕．最近話題の感染症～インフルエンザを含めて～．静岡県東部感染症セミナー；2015 Nov 24；三島． 
23)  山本善裕．MRSA 感染症への対策と最近の話題．長崎 Infection Control Team 研究会；2015 Nov 27；長崎． 
24)  山本善裕．当院における微生物検査の現状と課題．第 18 回中部耐性菌フォーラム；2015 Dec 12；岐阜． 
25)  鳴河宗聡．身を守る感染対策～微生物は敵？味方？～．富山県老人クラブ研修会；2015 Mar 4；富山． 
26)  鳴河宗聡．アウトブレイクに備えた病院感染対策と危機管理体制．第 5 回富山県医師会医療安全研修会；2015 Mar 
28；富山． 
27)  鳴河宗聡．感染症から身を守る～戦う？かわす？～．富山県老人クラブ研修会；2015 May 13；富山． 
28)  鳴河宗聡．みんなで取り組む感染対策と危機管理～地域のリーダーとしてのチーム赤十字～．富山赤十字病院院内
感染対策研修会；2015 May 20；富山． 
29)  鳴河宗聡．産婦人科領域の感染対策．第 43 回北陸産婦人科学会総会；2015 May 31；富山． 
30)  鳴河宗聡．日本及び富山県における HIV 診療の現状と課題．富山市民病院院内感染対策研修会；2015 Jun 8；富山． 
31)  鳴河宗聡．感染症診療の臨床現場～医師の視点、薬剤師の視点～．第 1 回富山抗菌化学療法セミナー；2015 Jun 13；
富山． 
32)  鳴河宗聡．病院感染対策と危機管理～その行為は大丈夫ですか？～．高岡ふしき病院院内感染対策研修会；2015 Jun 
19；富山． 
大学院医学薬学研究部 （医学部）
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33)  東 祥嗣．富山県におけるカンジダ血症診療の実態調査．第 3 回富山深在性真菌症研究会；2015 Jul 23；富山． 
34)  東 祥嗣．抗菌薬の基礎知識と適正使用．第 13 回富山県感染対策担当者育成研修；2015 Oct 31；富山． 
35)  河合暦美，芦澤信之，鳴河宗聡，山本善裕．「ベーチェット病」として経過フォロー中に PCP 発症に AIDS と診断で
きた症例．HIV/AIDS 症例検討会；2015 Mar 1；金沢． 
36)  河合暦美．ICT と抗菌薬適正使用．第 2 回 Toyama Infection Conference；2015 Jul 9；富山． 
37)  河合暦美．職業感染防止対策．第 13 回富山県感染対策担当者育成研修；2015 Oct 17；富山． 
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